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Figure 1ス卜レツサーの時系列的変化

ストレス反応の時系列的変化

各下位尺度に対して，測定時期(1， 2， 3学期) x性別(男，女)の 2要因分散

分析を行った (Figure2)。その結果，不機嫌・怒りにおいて，測定時期の主効果

(F(2， 196) = 4.23， P < .05) ならびに測定時期と性別の交互作用効果 (F(2，196) = 

6.83， p < .01)が有意であった。下位検定の結果，男子において， 1学期 (m= 9.25) 

よりも 2，3学期 (m= 11.94 and 11.79) の不機嫌・怒り得点が高かった。時間の

経過にともなう不機嫌・怒りの増加は，高校新入生を対象にした谷口 (2008) に

おいても同様に確認されている。先に示したストレッサーの時系列的変化に関す

る分析結果を踏まえると，小学生では，教師との関係におけるストレッサーの増

加が，男子の不機嫌・怒り感情の表出を増大させている可能性が考えられる。
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Figure 2ストレス反応の時系列的変化
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